
自然科学研究機構基礎生物学研究所遺伝子組換え実験安全管理規則 

 

平 成 １ ８ 年 ８ 月 １ 日 

基 研 規 則 第 ４ 号 

 

（目的） 

第１条 この規則は，遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の多様性の確保に関する

法律（平成１５年６月１８日法律第９７号）並びに研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の

第二種使用等に当たって執るべき拡散防止措置等を定める省令（平成１６年１月２９日文部

科学省・環境省令第 1号）及び研究開発等に係る遺伝子組換え生物等の第二種使用等に当た

って執るべき拡散防止措置等を定める省令の規定に基づき認定宿主ベクター系等を定める

件（平成１６年 1月２９日文部科学省告示第 7号。以下「法律等」という。）に基づき，自

然科学研究機構基礎生物学研究所（当該研究所が緊密な連携及び協力を行う岡崎共通研究施

設及び生命創成探究センターを含む。以下「研究所」という。）において遺伝子組換え実験

（以下「実験」という。）を計画し，実施する際の安全を確保するため，必要な事項を定め

ることを目的とする。 

（研究所長の責務） 

第２条 研究所長は,実験の安全確保について包括的に責任を負うものとする。 

２ 研究所長は，法律及びこの規則の定めるところにより，研究所において行われる実験の安

全確保に関して必要な措置を講じるものとする。 

（安全委員会） 

第３条 研究所に，基礎生物学研究所遺伝子組換え実験安全委員会（以下「安全委員会」とい

う。）を置く。 

２ 安全委員会は，次の各号に掲げる委員をもって組織する。  

一 モデル生物研究センター長 

二 生物機能解析センター長 

三 研究所の教授又は准教授３名 

四 研究所に所属しない学識経験者若干名 

五 国際研究協力課長 

六 研究所の技術課長 

七 その他研究所長が必要と認める者若干名 

３ 前項第３号，第４号及び第７号に掲げる委員は，研究所長が委嘱する。 

４ 前項に掲げる委員の任期は，２年とし，再任を妨げない。ただし，補欠の委員の任期は，

前任者の残任期間とする。 

５ 安全委員会に委員長を置き，委員の互選による。 

６ 委員長は，安全委員会を招集し，その議長となる。 

７ 安全委員会は，委員の３分の２以上の出席によって成立する。 

８ 安全委員会の議事は，出席した委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決

するところによる。 

（安全委員会の役割） 

第４条 安全委員会は，研究所長の諮問に応じ，次の各号に掲げる事項について調査，審議す

る。 

一 実験に係る規則等の制定及び改廃に関すること。 



二 実験計画の審査に関すること。 

三 実験に係る教育訓練及び健康管理に関すること。 

四 実験に係る施設及び設備の安全性の確保に関すること。 

五 事故発生の際の必要な処置及び改善策に関すること。 

六 その他実験の安全確保について必要な事項に関すること。 

２ 安全委員会は，必要に応じ第７条に定める実験責任者に対し，報告を求めることができる。 

３ 安全委員会は，必要に応じ研究所長に実験の安全確保について助言又は勧告することがで

きる。 

（庶務） 

第５条 安全委員会の庶務は，岡崎統合事務センター総務部国際研究協力課において処理する。 

（安全主任者） 

第６条 委員長及び第３条第２項第６号に掲げる委員は，安全主任者として研究所長を補佐す

るものとする。 

２ 安全主任者は，次の各号に定める任務を果たすものとする。 

一 実験が法律等及びこの規則に従って適正に遂行されていることを確認すること。 

二 実験の安全確保のため，実験責任者及び実験従事者に対し，指導助言すること。 

三 実験に係る施設及び設備の管理状況の確認に関すること。 

四 火災，地震等の非常事態発生時の措置に関すること。 

五 その他実験の安全確保に関すること。 

（実験責任者） 

第７条 実験を実施しようとする場合は，実験計画ごとに当該実験に従事する者のうちから実

験責任者を定めなければならない。 

２ 実験責任者は，法律等及びこの規則を熟知するとともに，生物災害の発生を防止するため

の知識及び技術並びにこれらを含む関連の知識及び技術に習熟した者であり，次の各号に定

める任務を果たすものとする。 

一 実験計画の立案及び実施に際しては，法律等及びこの規則を十分に遵守し，安全主任者

との緊密な連絡の下に，実験全体の適切な管理・監督に当たること。 

二 実験従事者に対し第１７条に定める教育訓練を行うこと。 

三 その他実験の安全確保に関し必要な事項を実施すること。 

（実験従事者の義務） 

第８条 実験従事者は，実験責任者の指示の下に，実験に従事しなければならない。 

２ 実験従事者は，承認を受けた実験計画に従って実験を行わなければならない。 

３ 実験従事者は，実験経過を記録し，これを保存しなければならない。 

（申請手続等） 

第９条 実験責任者は，実験を実施しようとするときは，様式１に定めるところにより，あら

かじめ研究所長に申請しなければならない。実験計画を変更する場合は,別に定める変更届

を提出するものとする。 

（大臣確認実験） 

第１０条 研究所長は，前条の規定に基づく申請があった実験計画（実験計画の変更を含む。

次条において同じ。）が法律等において拡散防止措置が定められていない実験（大臣確認実

験）である場合には，安全委員会の審査を経た上，当該実験の実施について文部科学大臣の

確認を得なければならない。 

（実験計画の審査及び承認） 



第１１条 研究所長は，第９条の規定に基づく申請があった実験計画が法律等において拡散防

止措置が定められている実験（機関実験）である場合には，安全委員会の審査を経て，当該

実験計画を承認することができる。 

（実験の終了又は中止の報告） 

第１２条 実験責任者は，承認された実験を終えたとき又は中止したときは，別に定める遺伝

子組換え実験終了（中止）報告書を速やかに研究所長に提出しなければならない。 

（実験室への立入り制限） 

第１３条 安全主任者又は実験責任者が必要と認めた者以外の者は，実験室等に立ち入っては

ならない。 

２ 実験室等への立入りを許可された者は，実験室等においては安全主任者又は実験責任者の

指示に従わなければならない。 

（実験室等及び実験設備の管理及び保全） 

第１４条 研究所長は，実験室又は実験区域（以下「実験室等」という。）及び実験設備を法

律等の定める物理的封じ込めのレベルに従って設置し，その管理及び保全に努めなければな

らない。 

（実験試料の取扱い等） 

第１５条 実験従事者は，実験試料の取扱いその他実験の実施に当たっては，法律等及びこの

規則を遵守し，実験の安全確保に努めなければならない。 

２ 実験従事者は，実験試料及び廃棄物の保管及び運搬に当たっては，法律等に定める拡散防

止措置をとらねばならない。 

（情報の提供） 

第１６条 実験責任者は，遺伝子組換え生物等を譲渡し，若しくは提供し，又は委託して使用等を

させようとする場合は，様式２により相手側に情報を提供しなければならない。またその情報

の記録及び保管をしなければならない。 

２ 実験責任者は，遺伝子組換え生物等の譲渡，提供，委託を受けたときは，提供された情報の記

録及び保管をしなければならない。 

（教育訓練） 

第１７条 研究所長は，実験開始前に実験従事者に対し，法律等及びこの規則を熟知させると

ともに，以下の事項についての教育訓練を行わなければならない。 

一 物理的封じ込めに関する知識及び技術 

二 生物学的封じ込めに関する知識及び技術 

三 実施しようとする実験の封じ込めレベル及び危険度に関する知識及び技術 

（健康管理） 

第１８条 実験従事者は，実験の開始前及び開始後１年を超えない期間ごとに，健康診断を受

けなければならない。 

２ 実験従事者は，前項の規定にかかわらず，研究所長が特に必要と認めたときは，速やかに

健康診断を受けなければならない。 

３ 健康診断に係る事務は，岡崎統合事務センター総務部総務課において処理する。 

４ 実験従事者は，絶えず自己の健康について注意しなければならない。 

５ 実験従事者は，健康に変調をきたした場合又は重症若しくは長期にわたる病気にかかった

場合には，研究所長に報告しなければならない。 

６ 前項の事実を知り得た者は，同項の規定に準じて報告するものとする。 

（緊急時の措置） 



第１９条 研究所長は，実験室等において，事故若しくは地震，火災その他の災害のため生物

災害が発生し，又は発生するおそれがある場合には，直ちに適切な措置を講じなければなら

ない。 

２ 研究所長は，前項の規定に該当する場合は，その概要，講じた措置等を速やかに機構長に

報告しなければならない。 

（必要な措置の要請） 

第２０条 安全主任者は，実験従事者が法律等若しくはこの規則に著しく違反し，又はそのお

それがあるときは，研究所長及び安全委員会に報告し，必要な措置を講ずるよう要請するこ

とができる。 

２ 研究所長は，前項の報告等に基づき必要があると認めたときは，安全委員会の議を経て，

実験の制限又は中止その他必要な措置を講じなければならない。 

（雑則） 

第２１条 この規則の実施に関し必要な事項は，安全委員会の議を経て，別に研究所長が定め

る。 

 

附 則 

１ この規則は，平成１８年８月１日から施行する。 

２ この規則施行の後，第３条第２項第２号，第４号及び第７号により選出された最初の委員の任

期は，同条第４項の規定にかかわらず，平成１９年３月３１日までとする。 

附 則 

この規則は，平成１９年４月１日から施行する。 

附 則（平成２０年基研規則第１号） 

この規則は，平成２０年７月４日から施行する。 

附 則（平成２２年基研規則第２号） 

この規則は，平成２２年４月１日から施行する。 

附 則（平成３０年基研規則第６号） 

この規則は，平成３０年４月１日から施行する。 

 
 



 

（様式１） 

遺伝子組換え生物等（第二種使用等）実験計画書  

  年  月  日  

申請の種類  

（注１） 

実験の区分  

（注２） 

拡散防止措置  

（注２） 

主な経費  

（注３） 

□新規  

□継続  

(      号 ) 

□変更  

(      号 ) 

・微生物・培養細胞を宿主とする実験  

   □未同定ＤＮＡ実験  

   □同定済みＤＮＡ実験  

   □大量培養実験  

・動物を用いる実験  □作出  □使用  □接

種  

・植物を用いる実験  □作出  □使用  □接

種  

□Ｐ１ □ＬＳＣ  □Ｐ1A  □Ｐ1P 

□Ｐ２ □ＬＳ１  □Ｐ2A  □Ｐ2P 

□Ｐ３ □ＬＳ２  □Ｐ3A  □Ｐ3P 

□その他  

□運 営 費 交 付

金  

□文 科 省 科 研

費  

□その他  

（       ） 

 

 

実
験
実
施
機
関 

所 在 地          （〒     ） 

名 称           

代表者の職名・氏名           

課 題 名           

実験実施期間（注４）         年    月  から        年    月  まで 

実
験
責
任
者 

所属部局の所在地          （〒     ） 

所属機関・部局・職名   

氏 名          
  

 

ＴＥＬ        ＦＡＸ        Ｅ-mail 
実
験
場
所 

所 在 地          
（〒     ） 

 

名 称           

実
験
従
事
者

 
 

 
 

 
 

 
 
 

氏 名          所属機関・職名  
宿主及びその取扱い 
経験年数（注５） 

遺伝子組換え実験  
経験年数（注６） 

 

    

安全委員会が本実験計画の 

実施を適当と認める理由 

（注７） 

   

課題番号  

委員長確認欄  

 

   号  

 



 
実験課題名          

実験の目的          

実験の概要          

当該遺伝子組換え実験

を行う必要性（注８） 
 

本実験が大臣確認実験  

となる事由（注９） 
 

 

供与体・ベクター・宿主の組み合わせ（注 10） 

ＤＮＡ供与体  

（注 11） 

ＤＮＡ 

の種類  

(注 12) 

未同定ＤＮＡ 
実験に係る単  
離予定のＤＮ 
Ａ（注 13） 

同定済みＤＮ 
Ａ実験に係る 
供与ＤＮＡ 
（注 14） 

ベクター 

（注 15） 

宿主  

（注 16） 

封じ込め 
レベル 
（注 17） 

備考  

        

 

ＤＮＡ供与体の特徴及び

生物学的リスク（注 18） 
 

単離予定のＤＮＡ又は供

与ＤＮＡ並びにその産物の

特徴及び性質（注 19） 

 

  

 

 



ベクターの特徴、伝達性、

宿主依存性（注 20） 
 

宿主の特徴、遺伝子交換

範囲とその機構（注 21） 
 

 

宿主－ベクター系の特徴、

生物学的封じ込めの程度

及び不活化の方法（注 22） 

 

組換え動植物作出時にお

ける、ＤＮＡ導入の段階及

びその方法（注 23） 

 

組換え体又は組換え体を

接種する動植物の特性及

びリスク（注 24） 

 

大量培養実験に係る組換
え微生物 、組換え動植物
又は組換え体を接種 した
動植物の封じ込め措置（注
25） 

 

組換え体の実験終了後の

処置  
 

 

物
理
的
封
じ
込
め
に
係
る
施
設
・
設
備 

位置（注 26）  

 



 

構造（注 27）  

設備（注 28）  

 



 

（様式２） 

「遺伝子組換え生物等の使用等の規制による生物の 

多様性の確保に関する法律」に基づく情報提供 
 

年    月   日 
 

遺伝子組換え生物等の第二種使用等をしています。 
譲渡先 

機関名   

担当者  

                                                   

様 

Tel:            , Fax:            , Email:                

 

遺伝子組換え実験計

画の大臣確認の要否  
  要  ・  不要  

拡散防止措置レベル   

宿主   

核酸又はその産物の 

名称  

 

 

 

 

施行規則第十六条第

一号、第二号又は第四

号に基づく使用等  

 

 

搬出元連絡先 

機関名  
自然科学研究機構 基礎生物学研究所 

〒444-       岡崎市明大寺町字西郷中38・東山5-1 

所属・担当者名  
              研究部門 

Tel:            , Fax:            , Email:                

 

動物の場合  

微生物学的レベル  
 Ｓ Ｐ Ｆ  ・  ｺ ﾝ ﾍ ﾞ ﾝ ｼ ｮ ﾅ ﾙ  ・  そ の 他

(                     ) 

性別, 週令, 匹数  
♀:       週令,       匹  

♂:       週令,       匹  

 

備考 

 

 


